
市民と野党の共同を前進させ新しい時代を

　
憲
法
記
念
日
の
５
月
３
日
に
安
倍
首
相
は
９
条
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。
年
内
に
は
自
民
党
の「
改
憲
案
」

を
ま
と
め
る
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
９
条「
改
憲
」の
動
き
が
加
速
し
て
い
る
も
と
で
︑
平
和
憲
法
を
守
り
︑
県
民
の

声
が
生
き
る
政
治
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
「
憲
法
は
最
高
法
規
、
尊
重
し
遵
守
す
る
こ
と
は
当
然
」

と
答
弁
し
て
い
た
知
事
。
日
本
共
産
党
は
、
６
月
県
議

会
で「
９
条
へ
の
自
衛
隊
の
明
記
で
、
第
２
項（
戦
力
不
保

持
、
国
の
交
戦
権
否
定
）
は
無
き
に
等
し
く
な
り
、
自
衛

隊
は
文
字
通
り
戦
力
に
な
る
」と
、
認
識
を
質
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
知
事
は
「（
首
相
発
言
は
）
自
民
党
総
裁
と
し
て

の
考
え
を
示
し
た
も
の
」と
容
認
し
ま
し
た
。
し
か
し
ア
メ

リ
カ
の
始
め
る
戦
争
に
参
加
す
る
集
団
的
自
衛
権
行
使
に

踏
み
出
し
た
自
衛
隊
の
存
在
を
９
条
に
書
き
込
め
ば
、
憲

　7月7日、「国連会議」で人類史上初めて核兵器を違法

化する核兵器禁止条約が加盟国約3分の2（122か国）

の賛成で採択されました。同条約は、核兵器の「開発、

実験、生産、製造、取得、保有、貯蔵、移転」「使用」「威

嚇」などを禁止しています。

　広島・長崎の被爆者を先頭にした日本の原水爆禁止運

動と国際社会の英知が実を結んだ歴史的な条約です。

核兵器廃絶の実現へ、さらに世論をひろげましょう。

安倍首相の9条改憲に関する
発言のポイント

●9条1項、2項を残しつつ、自衛隊を
明文で書き込む

●2020年を、新しい憲法が施行され
る年にしたい

　「日本が署名することはない」（国連大使）と、条約を

敵視する日本政府に、内外から大きな怒りと失望の声が

寄せられています。被爆国民の悲願を実現するために、

条約に参加する政府が求められています。

　

特
定
秘
密
保
護
法
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
認
め
る

「
閣
議
決
定
」、
安
保
法
制
＝
戦
争
法
、
共
謀
罪
の
強
行

な
ど
憲
法
を
踏
み
に
じ
り
、「
戦
争
す
る
国
」づ
く
り
の
危

険
な
道
を
突
き
進
む
安
倍
暴
走
に
、
地
方
政
治
か
ら
待
っ

た
を
か
け
よ
う
と
、
日
本
共
産
党
は
「
憲
法
改
定
反
対
、

本会議で討論する みわ由美議員

世界が大きく動いた
国連会議で核兵器禁止条約採択

被爆国政府の姿勢に
怒りと失望が渦巻く

法
の
平
和
原
則
が
破
壊
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
首
相
や
知
事

は
、
憲
法
99
条
に
よ
っ
て

憲
法
の
尊
重
・
擁
護
の
義

務
を
負
っ
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
「
改
憲
」
発
言
も
、
そ

れ
を
容
認
す
る
こ
と
も
許

さ
れ
ま
せ
ん
。

憲
法
擁
護
義
務
の
厳
守
」「
組
織
犯
罪
処
罰
法（
共
謀
罪
）の

廃
止
」「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
実
現
」
を
求
め
る
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
自
民
、
公
明
な
ど
が
反
対
し
、
多
数
の
力
で
否

決
。
平
和
と
人
権
に
背
を
向
け
ま
し
た
。
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